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フォーチュネイト先生が一日署長

　猪苗代消防署は３月１日、ガーナ出身で町外国語指導助手のセ
イラム・フォーチュネイト・アドゥクポさんを一日署長に任命し
ました。2020 年東京オリンピック・パラリンピックのホストタ
ウン構想で、本町と同国との交流計画が正式に登録されたことか
ら実現しました。同署で委嘱状を受けた後、フォーチュネイトさ
んは消防車両を点検。その後、さくらこども園を訪れ、幼年消防
クラブの園児と一緒に火の用心を呼び掛けるなどしました。

猪苗代消防署がホストタウン登録に合わせ委嘱

消防車両点検の報告を受けるフォーチュネイトさん（左）

信頼される自衛官目指し頑張って

左から前後町長、渡部さん、鈴木さん、宇月副会長

町自衛隊協力会が入隊予定者を激励

　町内の自衛隊入隊予定者の激励会は３月８日、町役場で開かれ
ました。町自衛隊協力会会長の前後公町長が、ことし入隊予定の
鈴木蓮さん（湊志田＝会津工業高卒）と渡部拓夢さん（戸ノ口・三
本木・金子沢＝同）に激励金を贈呈。前後町長と同会の宇月晴彦
副会長がはなむけの言葉を送りました。鈴木さんは「復興へ向か
う東北に貢献できるよう頑張りたい」、渡部さんは「災害派遣な
どで地域に貢献したい」と力強く抱負を述べました。

災害からの早期復旧に向けて

　町と東北電力会津若松支社は３月９日、災害時等における電力
復旧の協力に関する協定を締結しました。締結式は町役場で行わ
れ、前後公町長と千葉正宏支社長が協定書を交換しました。前後
町長は「災害からの早期復旧に向け、連携を強くしたい」とあい
さつ。千葉支社長は「災害の際には、いち早く明かりをつけた
い」と述べました。協定には、町内で大規模な停電が起こった場
合、互いに災害情報を提供することなどが盛り込まれています。

町と東北電力が災害時等の電力復旧協定を締結

締結式で協定書を交換する前後町長と千葉支社長（右）

住民の安心安全確保のため

　町消防団の消防機械交付式は３月 22 日、町役場前で行われ、
第４分団３部１班（金曲班）に消防ポンプ自動車１台が引き渡さ
れました。式では、前後公町長が「住民の安心安全を確保するた
めに十分な訓練を重ね、有事に備えるとともに、さらなる予防消
防に努めていただきたい」とあいさつし、五十嵐正義団長に管そ
うを手渡しました。五十嵐団長が団員にあいさつを述べた後、金
曲区の渡部勝利区長（当時）が謝辞を述べました。

金曲班に消防ポンプ自動車交付

交付式の様子。手前左が交付された消防ポンプ自動車

町の農業振興への尽力に感謝

前後町長から感謝状を受ける阿部さん（左）

農業委員の阿部幸喜さんに感謝状

　前農業委員、阿部幸喜さん（伯父ケ倉）への町感謝状贈呈式は
３月 25 日、町役場で行われました。阿部さんは、あいづ農業協
同組合の推薦により選任された委員で、平成 24 年６月から委員
を務め、ことしの３月、同組合が会津よつば農業協同組合へ合併
されたことに伴い退任しました。
　阿部さんの後任として、会津よつば農業協同組合推薦の土屋勇
雄さん（壺下）を選任。同日に辞令が交付されました。

前後町長から賀寿を受ける鈴木さん（左）

鈴木静江さんが 100 歳に

　３月１日に満 100 歳の誕生日を迎えた鈴木静江さん（曲渕）へ
の賀寿贈呈式は３月２日、同日、鈴木さんの自宅で行われました。
前後公町長が、鈴木さんに賀寿や祝い金などを贈呈。続いて湯田
邦彦県会津保健福祉事務所副所長と戸田忠義町老人クラブ連合会
長が賀寿や記念品を贈りました。あいさつに立った長男の吉彦さ
んは「父が戦死した後、母は女手一つで家を守ってきた。ことし
も元気に過ごしてほしい」と話しました。

長寿を祝い、賀寿などを贈呈 記念貨幣展示会とマネー教室

　福島財務事務所と造幣局は３月 26 日、野口英
世至誠館で地方自治法施行 60 周年記念貨幣の展
示会とマネー教室を開きました。
　本県版記念貨幣の通信販売受け付けが始まるの
に合わせて実施されたもので、展示会では、本県
版記念貨幣のレプリカが展示されたほか、各都道
府県の記念貨幣がズラリと並べられました。
　マネー教室には、すごろくでお金の使い方を学
ぶコーナー、１億円の重さを体験するコーナー、
貨幣枡という道具を使い貨幣を数えるコーナーな
どが設けられ、親子連れなどが楽しみながらお金
について学びました。
　会場では、隣接する野口英世記念館の職員によ
り、野口博士の生涯を紹介する紙芝居も披露され
ました。
　本県版記念貨幣は２種類あり、このうち 1000
円銀貨幣には、野口英世博士、磐梯山と猪苗代湖
があしらわれています。1000 円銀貨幣の販売受
け付け開始は、４月下旬の予定です。

記念貨幣の発行を前に

写真上＿ズラリと並ぶ各
都道府県の記念貨幣。展
示ケースの左側に載って
いるのは、本県版 1000
円銀貨幣のイメージ
写真左＿「おかいものす
ごろく」で楽しみながら
お金の上手な使い方を学
ぶ子どもたち
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長年の統計調査活動たたえる

　町統計調査員の阿部隆郎さん（大原）と二瓶次夫さん（木地小屋）
への県統計協会名誉会長表彰伝達式は２月 24 日、町役場で行わ
れました。伝達式では、前後公町長がそれぞれに表彰状を手渡し、
その功績をたたえました。この表彰は、長年にわたり統計調査に
従事し、統計の発展と統計思想の普及に貢献した功績が認められ
たものです。阿部さんは平成 14 年から、二瓶さんは平成 16 年
から統計調査員を務めています。

阿部隆郎さんと二瓶次夫さんに表彰伝達

表彰伝達を受けた二瓶さん（中央）と阿部さん（右）

町民対象の講座実施などを評価

　町体験交流館（学びいな）は３月３日、文部科学省の優良公民
館表彰を受けました。この表彰は、①同館が町民を対象にさまざ
まな講座を実施し、大きな成果を収めていること、②学びいな祭
りを開催し、各団体などに活動成果を発表する機会を提供してい
ること、③体験鑑賞を通して生涯学習や文化に対する意識を高め、
学ぼうとする意欲的な事業を展開したことなどが高く評価された
ものです。表彰式は同日、文部科学省の第二講堂で行われました。

学びいなに文部科学省の優良公民館表彰
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表彰状を受ける兼田芳宏生涯学習課長（右）
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地震後、家族３人で手造り
した家。この村の９割以上
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われました

ヒンズー教徒の結婚式。丸一日かけて結婚式を行い、その
翌日に１日がかりの披露宴がありました。
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平成 28年度 JICA ボランティア（青年海外協力隊・シニア海外ボランティ
ア）を募集しています（５月９日（月）まで）。詳しくは、JICA二本松のホー
ムページをご覧いただくか、下記までご連絡ください。
問 JICA 二本松訓練所（担当：湯澤）　☎ 0243（24）3200

阿部さんは、平成 26 年度４次隊の隊員として、2015
年３月に日本を出発しました。帰国は 2017 年３月の予
定です。

ネパールからの手紙
青年海外協力隊　阿部文子さん（神明町出身）現地レポート

善意をありがとうございます
○ LED 防犯灯 30 基、水銀灯１基
・森口電気商会
○野口英世博士のふるさと猪苗代応援
寄付金として
・山田和博さん（奈良県）　30,000 円
・齋藤辰英さん（郡山市）100,000 円
○雑巾 78 枚、きんちゃく袋 107 枚（翁
島小学校へ）
・遠藤マサ子さん（伯父ケ倉）

前後公町長に目録を手渡す森口電気商会の
森口和広社長（左）

前後公町長（中央）に寄付金を手渡す齋藤
辰英さん（右）

音楽の力でみんなを元気に

　猪苗代吹奏楽団が主催する「いなわしろ復興支援コンサート
2016」は３月 20 日、学びいなで開かれました。東日本大震災
の被災者２人による講演の後、同楽団や猪苗代中吹奏楽部、東京
都の実践学園高合唱部など、町内外から参加した９団体が演奏を
披露。最後は出演者全員による合同演奏を披露しました。友人と
訪れたという浪江町出身の女性は「心が温まる素敵なコンサート
だった。元気をもらいました」と満面の笑みを浮かべていました。

いなわしろ復興支援コンサート 2016

コンサートのフィナーレを飾った合同演奏

地区を挙げての取り組みたたえる

　長坂地区の農事組合法人「ニューわくわくファーム」は３月
25 日、全国土地改良団体連合会が実施する「平成 27 年度農業
農村整備優良地区コンクール」の農業生産基盤整備部門で水土里
ネット会長賞を受賞しました。同法人の黒澤一代表理事らは３月
29 日、町役場を訪れ、前後公町長に受賞を報告。黒澤代表理事
は「受賞は、皆さんのご指導やご協力のおかげ。６次化にも積極
的に取り組み、町を元気にしていきたい」と話しました。

長坂地区「ニューわくわくファーム」に栄誉

前後町長（中央）に受賞を報告した黒澤さん（左から２人目）ら


